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旧 的】

単純子宮全摘術には、totalvaginalhysterectomy(TVH)とtota】abdominalhysterectomy(TAH)

があり、2法 はすでに標準手術となっている。近年腹腔鏡 を用いた単純子宮全摘術が出現 し、われわれは

LAVHを 積極的に導入 して きた。laparoscopicallyassistedvaginalhysterectomy(LAVH)を 標準手術

として確立す ることが、最終 的な目標である。今 回われわれは、LAVHが 標準手術 として確立されたか

を検討 したので報告する。

防 法】

1995年 より2001年 まで にエキスパー トによってLAVHを 施行 した282例(1群)と 術式、適応 の確

立された2002年 よ り2010年 までにエキスパー トの施行した258例(皿a群)と その他の産婦人科医の施

行 した83例(Hb群)に 分類 した。3群 間で年齢、経産回数、子宮重量、手術時聞、出血量、術中合併

症にお ける開腹移行率、術 中、術後合併症率の比較検討を行 った。また、当院における単純子宮全摘術 の

全体数 に占めるLAVHの 割合 を1995年 より2010年 までの年度別に検討 した。

【結果】

1群 、na群 、Hb群 の平均年齢は、45.4歳 、45.1歳 、45,5歳 となった。経産 回数 は2.0回 、1.9回 、

2,0回 。出血量は、209ml、231ml、223m1。 術中合併症 における開腹移行率は、2.8%、2.1%、LO%。 術

中合併症率 は、2.5%、4.1%、3.1%。 術後合併症率は12%、2.3%、2.4%。 以上の項 目は有意差 を認め

なかった。一方、子宮重量 は、400g、411g、350g。 手術 時間では、143分 、143分 、163分 。両者では

Hb群 が他の2群 と比 較 し有意差 を認めた。 また単純子 富全摘術 の全体 数に 占め るLAVI{の 割合 は、

1995年 では16.2%で あったが、年々増加の一途 をたどり、2010年 では85.7%と なった。

拷 察】

出血量、合併症率に3者 で有意差がなかったことよりLAVHは 誰にでも安全 にで きる術式で あると考

えられる。それに近年で は、LAVHが 単純子宮全摘術の大半を占める術式 になっている。 よって当院に

おける単純子宮全摘術 において、LAVHが 標準手術として確立 したと言える。
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